
水野ゆうきの代表質問項目

討議資料「やる気！」「元気！」「 ゆうき！」我孫子市・千葉県のために全力投球！

千葉県議会議員〈我孫子市選出・無所属〉　無所属系会派「千翔会」代表

千葉県の認識と対応策水野ゆうきの指摘と要望

6月定例千葉県議会において、
水野ゆうきは会派「千翔会」を
代表し、合計13項目39問の
代表質問を行いました。

❶知事の政策方針　❷スマート県庁への転換　
❸新型コロナ対策　❹教育　❺湖沼の環境保全　❻洋上風力発電の産業化　❼防災対策　
❽地域の安全対策　❾道路問題　❿高齢者福祉　�児童福祉　�農林水産業　�農福連携

『千葉県が抱える専門分野の人材不足』の解消へ！

水野 ゆうき
https://ameblo.jp/yuukimizuno/Blog 水野友貴Facbook @yuukittenTwitter

ゆう 
can change! 
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未配置の原因として、教員志願者の減少や、産休、育休代替講
師の必要数の増加等が挙げられる。
●教師を志してもらえるよう、大学の新入生を対象とした特別講座

を新たに開始。 
●退職者に個別に連絡をして再任用や講師登録を依頼。
●市町村教育委員会と連携した講師登録説明会を開催。
●７月からの教員免許更新制の廃止に伴い、免許が失効した方

や免許を持ちながら教職に就いていない方も任用しやすくなる
ことから、制度の改正を広く周知し、講師登録者の増加を図る。

●多様な人材の介護分野への就業促進や事業者と求職者のマッ
チング、職員のキャリアップ支援の実施。

●今年度は新たに介護職の魅力の理解促進を図るため、介護
現場等の映像を作成し、学校等で活用する。

●働き方改革のため、介護現場の業務改善を図るコンサルタント
の派遣など、幅広い取り組みを進める。

スマート県庁への転換を進めるために、約６００の行政手続きを３年
間でオンライン化し、職員の研修の一層の充実を図る必要がある。
●今年度は、より専門的な研修を実施することでDX人材を育成

し、職員のスキル向上を図る。

●国から措置される加配定数について配置や活用条件を付けることなく、多様な働き方を選択して柔軟な活用がで
きるよう、制度の見直しについて継続して国に働きかけを！➡熊谷知事、関東地方知事会にて要望
●欠員状況の多い教育事務所管内からの県教育委員会への出向者数を減らすなど、現場を手厚くするよう要望！

新年度スタート時に、本来配置するべき教員が配置されていない
学校が東葛飾教育事務所管内で多数発生。欠員が生じている
学校の教職員は、本来配置されるべき教職員の職務を担うことと
なるため、教職員の働き方改革に逆行している。
千葉県における昨年5月1日時点の未配置は小中学校あわせ
て124人で、今年は184人と未配置が増えている状況。教
師不足の状況を解消するための新たな解決策と現在の未配置
状況を早期に解決する手立てを！

新型コロナ対策の現場の最前線である保健所トップの所長は公
衆衛生医師が担っているが、全国４６７保健所のうち計６２保健所
で所長が不足し、公衆衛生医師を確保できず、他の保健所長が
兼務している状態。千葉県においても、３か所の保健所において
他の保健所長が兼務している状況（４月１日現在）を解消すべき！

千葉県における６５歳以上の高齢者人口は過去最高の１７０万８千
人、高齢化率は２７．０％（令和２年）、７５歳以上は令和７年には
平成２７年の約１．５倍の１０７万２千人と見込まれている。介護需
要の拡大に伴い、千葉県では２０２５年には約７,０００人の介
護人材が不足すると推計されている。

行政のデジタル化を推進していくためには職員の意識改革はもと
より、最新のデジタル技術やＩＴ知識に精通した人材を積極的に
確保し、育成することは必要不可欠。

　教育　　教師不足問題

　コロナ対策　　保健所長兼務問題

　高齢者施策　　介護人材不足

　スマート県庁　　デジタル人材確保・育成

●HP等で保健所長等を務める公衆衛生医師の募集を行い、新
たに年齢制限を設けない一般任期付職員の募集を開始。

●未配置保健所長、２か所の保健所兼務している所長が３名い
たが、その後２名採用し、現状では１名が兼務。

●引き続き募集を行うとともに、大学等への働きかけを行うなど保
健所長の確保に取り組む。

さらに
水野要望
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手賀沼の環境保全 ～水質改善に向けた取り組み～

外来水生植物対策、管理されていない植物とゴミ問題が混在
【現状と課題】水野ゆうきは手賀沼に繁茂する外来水生植物のナガエツルノゲイトウとオオバナミズキンバ
イ対策について県に継続して働きかけを行っており、今年度も外来水生植物対策費として１億27,７４４千円が
計上されました。しかし、強力な拡大力と再生力を特徴とする外来水生植物は刈り残した根や茎の断片からも再
生し、すでに駆除した場所や新たな地で定着・再生してしまい、駆除には長期戦が見込まれる。さらに、沼の中
に大量のゴミが散乱している状況。外来水生植物にも自生している水生植物にも大量のゴミが絡んでい
る状況について、清掃活動にご協力いただいている市民団体の支援体制の拡充と管理検討を求めました。

　千葉県と我孫子市の共用施設である福祉ふれあいプラザ（けやきプ
ラザ）に熊谷知事に視察に来ていただきました。我孫子市が管理する１
階の我孫子行政サービスセンターは、千葉県から事務移譲された旅券
発行事務を開始したことに伴い、執務スペースの不足が課題となってい
ます。このような状況を解決するため、我孫子市は１階の一部移譲を千

葉県に要望しており、現在も県と市の協議が続いています。
【水野質問】狭隘な執務スペースの解消を早期に改善するため、一階
部分の有効活用を県としても検討するべき。

【熊谷知事答弁】今の施設のあり方については、利用状況や県と市の
役割分担を踏まえ、我孫子市の意見も十分に聴きながら検討する。

　横断歩道等の塗り直しについて、補
修に時間を要している実態があり、地
域住民が市などに早急な対応を要望し
ている状況を踏まえ、市町村の要望を
優先にして行うよう要望しました。現在、
地域住民等からご要望をいただいてい
る箇所については星野市長とともに熊
谷知事に直接要望するとともに、県警
と随時、協議をしながら補修を進めてい
ます。補修が完了した箇所は必ず現地
確認を行っています。主な補修完了箇
所をお伝えします。

【千葉県の対応策】
●手賀沼で自生している水生植物が水質に与える具体的な影響について、今後、国や他県などの事例ついて

情報収集に努めるとともに対策の必要性について検討し、適切な管理に努める。
●より多くの皆様に手賀沼の河川美化活動に参加していただけるよう、県の「河川海岸アダプトプログラム」の

普及啓発を図り、各団体が普段行っているボランティア活動の実情を詳しく伺いながら、支援内容を検討する。

水野ゆうきも
手賀沼清掃に参加

徹底的に現場主義！ ～熊谷知事の我孫子視察～

横断歩道等の白線の塗り直し

けやきプラザ ～我孫子市の一部移譲の要望、県は十分に配慮し検討～

通学路緊急一斉点検のチェック体制

1983年2月19日生の39歳。我孫子市生まれ・育ち・在住。我孫子市立第四小
学校入学、米国ロサンゼルス現地校編入。帰国後は茨城県私立茗渓学園中学校
編入、同校高校卒。津田塾大学学芸学部国際関係学科卒。大手物流会社に入
社し約3年間役員秘書として勤務後、民放テレビ局勤務（BSフジ『PRIMENEWS』
担当）。2011年我孫子市議会議員選挙当選。2015年千葉県
議会議員選挙初当選。2019年2期目当選。

水野ゆうきへのご意見・応援メッセージは公式ホームページまで　https://mizunoyuuki.com/

千葉県議会議員（無所属系会派「千翔会」代表）
・県土整備常任委員会委員　・千葉県議会フリースクール等教育機会確保議員連盟 幹事　
・千葉県議会スポーツ振興議員連盟 幹事　・千葉県議会地震・津波対策議員連盟 幹事　
・千葉県立我孫子・湖北特別支援学校後援会顧問　・手賀沼水環境保全協議会顧問
・千葉県環境審議会委員（水環境部会担当）　・一般国道356号整備促進期成同盟顧問
  他ホームページに掲載

水野ゆうき 主な役職とプロフィール
我孫子北近隣センター
並木本館前横断歩道

Before
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久寺家１丁目　横断歩道

Before

After

星野市長とともに外来水生植物の
現状を熊谷知事に説明

　昨年６月に八街市において飲酒運転のトラックが下校途中の小学生
に突っ込み、５人が死傷した事故を受け、千葉県は通学路の緊急一斉
点検を行いました。対策済箇所の数は、全体の３，４９５箇所のうち２，
５７３箇所（市町村教育委員会・学校が１，５２７箇所のうち１，４６０箇所、
道路管理者が２，３３０箇所のうち１，５１２箇所、警察が６０６箇所のうち
５４０箇所）。
【水野質問】長期的に見ると、今回対策済になったところであっても、再
び危険箇所になる可能性も危惧する。教育委員会における通学路の
対策済危険箇所について、チェック体制を構築すべき。

【冨塚教育長答弁】通学路の安全確保を徹底する上で、交通事情の
変化等による追加的な対策が必要となることもあり、対策済箇所につ
いても継続した点検・対策を行う必要がある。市町村教育委員会に
おいては「通学路交通安全プログラム」に基づき、保護者や地元警察
などの関係機関と連携を図りながら、定期的な合同点検の実施や対策
の改善・充実等に取り組み、対策済箇所を含めた通学路の安全対策
を講じ、県教育委員会としては、各市町村の進捗状況をしっかり把握す
るとともに、警察や道路管理者などの関係機関と連携を密にし、通学路
の安全対策が着実に進むよう努めていく。

あびこショッピングプラザ前横断歩道


